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第 652 回	 例会日 2018 年 1 月 9 日	 「鶏ころ	 新年例会」	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

会長挨拶	 第 14 代会長	 野原	 哲夫	 

新年明けましておめでとうございます。	 

会員の皆様には、平成 30 年が輝かしい年となりますよう	 

心からご祈念申し上げます。一昨年は、暖冬でありましたが、	 

昨年の 12 月初旬から厳しい寒波が押し寄せ、北日本を中心に	 

各地から大雪の便りが届き、今後の雪害の発生が心配されます。	 

	 当クラブの上半期の活動につきましては、会員皆様のご理解	 

とご支援によって充実した内容でありました。活動内容の詳細に	 

ついては、次回の例会において各委員長から報告していただく予定です。	 

	 今年は、明治維新から 150 年目、Ｊリーグ発足から 25 年目そして冬季オリ

ンピックやサッカーのワールドカップなどの行事がある節目の年であります。	 

	 そして、日本経済新聞元旦号では、今までは大きな国や大企業がグローバル

化を推進してきたが、今後は、ＡＩやＩＯＴの革新によって、エストニアのよ

うな小さな国や小企業であっても能力のある会社が社会を変化させていく時

であると記載してありました。我々経営者は、ＩＴ等の技術革新が社会にどの

ような影響を及ぼすかについて注視していく時であると思います。	 

また、今年の戌年は「守りの年」と言われていますが、犬の安産から「新し

いものが産まれる」という意味が付け加えることもあるようです。本年は「守

る」ものはしっかり守り、改善が必要なものは積極的に取り組んでいくべきと

考えます。会員の皆様には、上半期と同様に下半期の活動に対しても、ご理解

とご支援を賜りますようお願いし、会長の新年の挨拶とします。

 



月日   出席   欠席  

1/9   25   22   3  

  

セ レ モ ニ ー	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 新	 年	 会	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

第 1 回米山功労賞	 小川松雄会員	 

	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	   

1/9   0 円（会員）累計 407  ,000 円     

   ＵＳ＄50．00     

（ビジタ）累計   71,000 円  

（2017.7 月～  

	 

	 

  

 

  

 

 

 


